






要約:幼児期の成人病危険因子については,まだその実態が十分に把握されていないのが現

状である。そこで,この研究では,幼児期の肥満を中心に,北海道(旭川市),東北(盛岡市),

関東(千葉市,八日市場市),中部(沼津市),近畿(京都市),四国(松山市,高知市),九州(福岡

市)の各地で疫学的な調査を行った。また,幼児期の体の動きを量的,質的に検討するため

の基礎的研究を行った。


